
～講演3・パネリスト～

河上 康博
笹川平和財団
日米・安全保障研究ユニット総括・交流グループ長
兼主任研究員（元海将補）

＜略歴＞
学歴：防衛大学校卒業（電気工学）、放送大学大学院（社会経営科学）修了、学術修士
職歴等：1988年 海上自衛隊入隊、艦艇、幕僚、指揮官（機雷戦、水陸両用戦）勤務、防
衛省内部部局・海上幕僚監部（防衛、広報、人事計画、運用（訓練）班長、服務室長）勤務、
2003年版防衛白書作成室、2011・2012年 国際掃海訓練（ペルシャ湾）派遣部隊指
揮官、2016年 掃海隊群司令部幕僚長、2018年 防衛大学校国防論教育室長兼教授、
2020年退職（海将補）。2021年から現職。
2022年海上自衛隊呉教育資料館「てつのくじら館」監修顧問、2023年自衛隊援護協
会理事、映画「ゴジラ－1.0」監修
編著書：『「台湾有事」は抑止できるか』勁草書房、2024年
専門分野：海洋安全保障、日本の安全保障政策、作戦術、国防論
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